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外
来
語
の
片
仮
名
表
記
と
表
記
体

―
―

『
太
陽
』
前
誌
群
に
よ
る
考
察
―
―
―

一
　
は
じ
め
に

近
代
語
に
お
け
る
外
来
語
表
記
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

様
々
な
形
で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
字

。
片
仮
名

。
平
仮
名
の

各
種
が
行
わ
れ
て
い
た
外
来
語
表
記
が
、
な
ぜ
片
仮
名
表
記
主
流

へ
と
移
行

し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
従
来
明
確
に
さ
れ
て
き
た
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。

片
仮
名
表
記
主
流

へ
の
移
行
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
深
澤

（
二
〇
〇

三
）
は
、
博
文
館

の
総
合
雑
誌

『
太
陽
』
（明
治
二
八
～
昭
和
三

（
一
八
九

五
～

一
九
二
八
）
年
刊
）
を
資
料
と
し
て
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け

る
外
国
地
名
表
記
と
文
体
と
の
連
関
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

承
け
て
、
本
稿
で
は

『
太
陽
』
以
前
の
諸
雑
誌
―

『
太
陽
』
前
誌
群
―
に
お

け
る
外
来
語
片
仮
名
表
記
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
使
用
さ
れ
た
片
仮
名
文
字
列

の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
二

節
で
は
調
査

・
考
察
の
対
象
に
つ
い
て
述
べ
、
三
節
で
は

『
太
陽
』
と

『
太

深

澤

愛

陽
』
前
誌
群
と
の
比
較
か
ら
、
前
誌
群
に
お
け
る
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
に

つ
い
て
の
考
察
の
着
眼
点
を
示
す
。
四
節
で
は
符
号
と
表
記
体
と
を
視
座
と

し
て

『太
陽
』
前
誌
群
に
お
け
る
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
の
特
質
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
特
質
が
表
記
体
と
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

一
一　
調
査
資
料
及
び
考
察
対
象

『
太
陽
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
博
文
館
発
行

（明
治
二
〇
～
二
七

（
一
八
八

七
～
九
四
）
年
発
行
）
の
諸
雑
誌
を
統
合
す
る
形
で
創
刊
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

の
う
ち
、
『太
陽
』
に
直
接
す
る

（
１
）
の
五
誌
を

『太
陽
』
前
誌
群

（以

（
２
）

下
、
「前
誌
群
」
と
略
す
）
と
呼
び
、
本
稿
で
の
資
料
と
す
る
。

（
１
）
『
日
本
大
家
論
集
』
『
日
本
之
法
律
』
『
日
本
商
業
雑
誌
』
『
婦
女

雑
誌
』
『
日
本
農
業
新
誌
』

各
誌
の
発
行
期
間
を
図
１
に
示
す

（各
誌
の
略
称
は

（
１
）
の
傍
線
部
に
あ

た
る
）
。
色
の
付
い
た
年
が
今
回
調
査
し
た
年
で
あ
る
。
（
１
）
の
各
誌
か
ら
、

創
刊
年
月
よ
り

一
年
毎
に
創
刊
月
と
同
月
の

一
冊
ず

つ

（隔
週
発
行
に
な

っ



て
い
る
場
合
は
、
月
始
め
の
一
冊
）
を

抽
出
し
、
調
査
資
料
と
し
た
。
調
査
資

料
の
う
ち
、
漢
文

・
韻
文

・
タ
イ
ト

ル
・
引
用

・
表
を
除
い
た
散
文
部
分
を

調
査
範
囲
と
す
る
。
考
察
対
象
と
な
る

の
は
、
調
査
範
囲
に
見
ら
れ
る
、
外
国

地
名

。
人
名
な
ど
固
有
名
詞
を
含
む
外

来
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、
外
国
地
名
の

簡
略
表
記

（「米
国
」
等
）、
ル
ビ
付
き

の
表
記

（「拿
破
喬
」
等
）、
傍
点
の
付

さ
れ
た
例

父
２
）
「
」
ん
も
ん
せ
ん

す
」
等
）
は
対
象
と
し
な
い
。
本
行
に

の
み
表
記
さ
れ
て
い
る
例

（
（３
）
「伊

太
利
」
「
コ
ロ
ム
バ
ス
」
「亜
米
利
加
」

等
）
を
対
象
と
す
る
。
な
お
、
以
下
の

考
察
に
お
い
て
は
、
雑
誌
の
別
は
お
い

て
お
き
、
刊
行
年
の
同
じ
も
の
を
ひ
と

（
・０
）

ま
と
ま
り
の
資
料
と
し
て
扱
う
。

（２
）
理
學
宗

ハ
こ
ん
も
ん
せ
ん

す
ノ
修
身
法
ナ
リ
ト

（論
③
４８
）

（３
）
伊
太
利
人
コ
ロ
ム
バ
ス
氏
が
亜
米
利
加
嚢
見
と
な
し

（商
②
４８
）

一二

『太
陽
』
と

『太
陽
』
前
誌
群

―
符
号
に
注
目
し
た
考
察
の
有
効
性
―

本
節
で
は
、
『太
陽
』
に
お
け
る
外
国
地
名
表
記
と
前
誌
群
に
お
け
る
外

国
地
名
表
記
と
の
比
較
を
行
う
。
前
誌
群
に
お
け
る
外
来
語
の
片
仮
名
表
記

を
考
察
す
る
上
で
有
効
な
視
座
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
深
澤

（二
〇
〇
三
）
で
は
、
外
国
地
名
表
記
を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
調
査
し
た

範
囲
に
お
い
て
文
章
は
全
て
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、

本
節
で
比
較
す
る
前
誌
群
の
用
例
も
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
外

国
地
名
に
限
定
す
る
。
『太
陽
』
は
深
澤

（二
〇
〇
三
）
で
取
り
扱

っ
た
も

の
の
う
ち
、
第

一
巻
か
ら
第

一
〇
巻
ま
で
の
各
第

一
号

（明
治
二
八
～
三
七

年
の
一
月
号
）
を
対
象
と
す
る
。

さ
て
、
『太
陽
』
と
前
誌
群
と
の
間
に
見
ら
れ
る
、
片
仮
名
表
記
外
来
語

の
大
き
な
違
い
の

一
つ
に
符
号
の
有
無
が
あ
る
。
前
誌
群
に
お
い
て
は
、

（４
）
（５
）
の
よ
う
に
傍
線
や
鉤
括
弧
な
ど
の
符
号
が
併
用
さ
れ
た
表
記
が
、

併
用
さ
れ
な
い
表
記
と
同
程
度
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
表
記
法
は

『太
陽
』

に
お
い
て
漸
次
衰
退
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
『太
陽
』
に
お
い
て
も
、
初
期

の
巻
に
は

（６
）
（７
）
の
よ
う
に
符
号
が
併
用
さ
れ
た
表
記
の
例
が
、
併

用
さ
れ
な
い
表
記
と
同
程
度
存
在
す
る
。
そ
の
点
で
は
、
前
誌
群
と
似
た
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
こ
う
し
た
符
号
に
注
目
し
て
考
察
を
進
め

（
８
）

た
い
。（

４
）
佛
國
に
て
は

一
鍵
の
長
さ
十
メ
ー
ト
ル

（我
三
十
三
尺
）
な
る

を
用
ふ

（農
②
２６
）

（
５
）
本
邦
製

「
セ
メ
ン
ト
」
は
其
敷
四
千
樽
に
達
し
た
る

（商
⑤
４３
）

（
６
）
ダ

ン
テ
も
な
く
、
ル
ー
テ
ル
も
な
く

（『
太
陽
』

一
巻

一
号
２８

頁
）



（
７
）
死
の
直
前
初
め
て

「
ペ
ス
ト
」
病
な
る
こ
と
を
知
り
し
の
賞
例

あ
り
、
翁
太
陽
』
六
巻

一
号
１６
頁
）

こ
の
よ
う
な
符
号
、
特
に
、　
一
重
傍
線
や
二
重
傍
線
は
朱
引
き
の
流
れ
を

汲
む
も
の
と
思
わ
れ
、
小
林

（
一
九
八
二
）
が

「
つ
ま
り
、
地
名
、
人
名
の

右
側
に
傍
線
を
付
す
の
で
あ
る
。
こ
の
右
側
に
傍
線
を
付
す
表
記
ス
タ
イ
ル

が
明
治
期
の

一
般
の
表
記
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
」
（
一
四
六
頁
）
と
述
べ
る

よ
う
に
、
前
誌
群
に
お
い
て
も
多
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
府

川

（
二
〇
〇

一
）
が
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
活
版
印
刷
に
お
い
て
広
く
用
い

ら
れ
て
い
た
の
が
、
そ
の
後
は
衰
退
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

一
時
期

一
般
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
消
え
て
い
っ
た
も
の
に
傍
線
が
あ

り
ま
す
。
傍
線
は
幕
末
の
洋
学
の
翻
訳
書
な
ど
の
中
で
多
用
さ
れ
た
も

の
で
す
。
（中
略
）
傍
線
は
活
版

で
も
技
術
的
に
極
め
て
困
難
だ
と
い

う
ほ
ど
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
正
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

あ
ま
り
見
な
く
な
り
ま
す
。
Ｔ
≡
下
些

一四
頁
）

『
太
陽
』
に
お
け
る
符
号
の
衰
退
は
基
本
的
に
は
慣
習
の
変
化
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
『太
陽
』
の
初
期
と
前
誌
群
と
に
お
け
る
外

国
地
名
片
仮
名
文
字
列
の
性
質
の
違
い
を
考
え
る
と
き
、
符
号
は
重
要
な
手

掛
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
。

表
１
は
、
前
誌
群
と

『太
陽
』
と
に
お
け
る
、
片
仮
名
表
記
外
国
地
名
の

符
号
の
有
無

（異
な
り
語
数
）
を
文
体
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
中

「
有
」
欄
は
符
号
が
併
用
さ
れ
た
表
記

（以
下
、
適
宜

「符
号
有
り
」
と
呼

ぶ
）
に
よ
る
外
国
地
名
の
語
数
を
、
「
無
」
欄
は
符
号
が
併
用
さ
れ
て
い
な

い
表
記

（以
下
、
適
宜

「符
号
無
し
」
と
呼
ぶ
）
に
よ
る
外
国
地
名
の
語
数

を
示
す
。
ど
ち
ら
の
文
体
に
お
い
て
も
、
符
号
有
り
と
符
号
無
し
と
の
合
計

数
が
拮
抗
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
が
、
符
号
が
併
用
さ
れ
た
表
記
と
併
用
さ

れ
な
い
表
記
と
が
同
程
度
の
頻
度
で
使
用
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺

わ
せ
る
。
た
だ
し
、
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は

一
つ
の
傾
向
が
あ
る
。

表
１
合
計
欄
に
よ
る
と
、
符
号
の
有
無
の
割
合
に
よ
っ
て
、
明
治
二
〇
年
か

ら
三
七
年
ま
で
を
四
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（
９
）

符
号
有
り
の
用
例
が
優
勢
な
二
四
年
ま
で
と
、
符
号
無
し
の
用
例
が
優
勢
に

な
る
二
五
年
か
ら
二
七
年
、
再
び
符
号
有
り
の
用
例
が
優
勢
に
な
る
二
八
年

か
ら
三
二
年
、
再
び
符
号
無
し
の
用
例
が
優
勢
に
な
る
三
四
年
以
降
で
あ
る
。

い
ま
仮
に
、
こ
れ
ら
の
四
期
を
、
Ｉ
期

（
二
〇
～
二
四
年
）
Ⅱ
期

（
二
五
～

二
七
年
）
Ⅲ
期

（
二
八
～
三
三
年
）
Ⅳ
期

（三
四
～
三
七
年
）
と
呼
ぶ
。

こ
の
四
期
の
違
い
は
何
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
注
目
し
た
い

の
は
、
表
１
に
含
ま
れ
る
語
の
う
ち
漢
字
表
記
の
例
も
見
ら
れ
る
語
に
お
け

る
、
片
仮
名
表
記
の
符
号
の
有
無
で
あ
る
。
こ
れ
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、

漢
字
表
記
に
対
す
る
片
仮
名
表
記
の
特
質
を

つ
か
む
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
漢
字
表
記
の
例
も
片
仮
名
表
記
の
例
も
見
ら
れ
る

語
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表
２
は
、
片
仮
名
表
記
と
漢
字
表
記
の
両
表
記

の
例
が
見
ら
れ
る
語
の
割
合
を
、
各
期
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
両
」

欄
は
片
仮
名

・
漢
字
の
両
表
記
の
例
が
見
ら
れ
る
語
の
数
を
、
「
総
」
欄
は
、

片
仮
名
表
記
さ
れ
る
語
の
総
語
数
を
示
す
。
数
値
は
共
に
異
な
り
語
数
で
あ

る
。
文
語
文
体
を
見
て
み
る
と
、
漢
字
表
記
の
例
も
見
ら
れ
る
語
の
数
が
、

Ｉ
期
か
ら
Ⅲ
期
に
か
け
て
、
漸
増
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
Ⅳ
期
は
Ⅲ
期

に
比
べ
て
割
合
が
落
ち
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
Ｉ
Ⅱ
期
の
三
割
前
後
と
い



表 1

文語 口語 合計

年 有 無 有 無 有 無

1 1

1

5 5

17 3 17

2

17 4

8

14

2

7 7

6 4

2 2

4 2

9 8

計 534

期 両 総 %

I l

Ⅱ 2

Ⅲ

Ⅳ

う
値
に
比
べ
れ
ば
、
割
合
は
増
加
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
口
語
文
体
に
お

い
て
は
、
Ｉ
期
に
該
当
例
が
全
く
な
く
Ⅱ
期
以
降
は
三
割
前
後
で
数
値
が

一

定
し
て
い
る
。
文
語
文
体
と
は
異
な
る
様
相
を
見
せ
て
い
る
が
、
表
１
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
日
語
文
体
で
の
用
例
は
少
な
く
、
全
体
の
傾
向
を
左
右

し
て
い
る
の
は
文
語
文
体
の
方
で
あ
る
。
ま
た
、
口
語
文
体
で
は
文
語
文
体

よ
り
も
早
く
増
加
傾
向

（
Ｉ
期
か
ら
Ⅱ
期
）
が
安
定

（
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
期
）
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
片
仮
名
文
字
列
の
特
質
を
よ

り
反
映
し
て
い
る
の
は
文
語
文
体
で
あ
り
、
日
語
文
体
の
数
値
の
現
れ
方
は

文
語
文
体
に
お
け
る
傾
向
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
漢
字
表
記

。
片
仮
名
表
記
両
方
の
例
が
見
ら
れ
る
語
に
お
い
て
、

片
仮
名
表
記

の
符
号

の

有
無

は
ど
う
な

っ
て
い
　
３

る

の
だ

ろ
う
か
。
表

３
　
表

は
、
表

２

に
含

ま
れ

る

語
の
中
で
、
符
号
有
り
の
用
例
と
符
号
無
し
の
用
例
と
が
共
に
見
ら
れ
る
語

の
割
合
を
各
期
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
語
文
体
に
は
、
こ
の
よ
う

な
例
が
全
く
な
い
た
め
、
文
語
文
体
の
み
の
数
を
示
し
た
。
表
中
、
「両
」

欄
に
示
し
た
数
値
が
、
符
号
有
り

。
無
し
の
両
表
記
の
例
が
見
ら
れ
る
語
の

数
で
あ
る
。
「
総
」
欄
は
文
語
文
体
に
お
い
て
、
漢
字
表
記

・
片
仮
名
表
記

両
方
の
例
が
見
ら
れ
る
語
の
総
語
数
を
示
す
。

表 2

文語文体 口語文体

期 両 総 % 両 総 %

I 0 0

6

Ⅲ 5

Ⅳ 6



ま
ず
、
符
号
有
り
の
例
が
優
勢
な
Ｉ
期
と
Ⅲ
期
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

表
３
を
見
て
み
る
と
、
Ｉ
期

で
は
、
両
表
記
が
行
わ
れ
る
語
は
、
〈
パ
リ
〉

一
語
だ
け

（「佛
京
パ
リ
ス
の
」
「本
家
本
元
な
る
パ
リ
ス
」
里
目
森
の
果
て

よ
リ
パ
リ
ス
の
流
行
を
問
ひ
合
わ
せ
」
い
ず
れ
も
商
①
４４
）
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
Ⅲ
期
で
は
、
両
表
記
さ
れ
る
語
が

一
八
語

〈
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ギ
リ

ス
、
イ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
シ
カ
ゴ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヽ
パ
ナ
マ
、
パ
リ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ペ
ル
シ
ア
、

マ
ル
セ
イ
ユ
、

マ
レ
ー
、
ラ
ン
グ
ー
ン
、

ロ
ン
ド
ン
〉
に

及
ぶ
。

次
に
符
号
無
し
が
優
勢
な
Ⅱ
期
と
Ⅳ
期
を
比
べ
る
と
、
若
干
Ⅳ
期
の
値
が

高
い
も
の
の
、
両
者
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
符
号
有
り
が
優
勢
の
場
合

は
時
期
に
よ
る
差
が
顕
著
に
な
る
の
に
、
符
号
無
し
が
優
勢
の
場
合
は
時
期

に
よ
る
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
符
号
有
り

。
無

し
の
両
表
記
の
例
が
見
ら
れ
る
語
の
増
加
に
は
符
号
の
存
在
が
関
わ
る
と
言

え
る
。

つ
ま
り
、
両
表
記
さ
れ
る
語
に
つ
い
て
、
時
期
に
よ
る
変
化
を
よ
り

如
実
に
示
し
て
い
る
の
は
Ｉ
期
と
Ⅲ
期
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
よ

っ
て
、
Ｉ
期
に
比
し
て
Ⅲ
期
で
両
表
記
さ
れ
る
語
が
大
幅
に
増
し
て

い
る
こ
と
は
、
時
期
が
新
し
い
方
が
両
表
記
さ
れ
る
語
が
多
く
な
る
と
い
う

傾
向
が
、
全
体
と
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
Ⅲ

期
に
符
号
有
り
に
も
無
し
に
も
表
記
さ
れ
る
語
が
多
い
こ
と
は
、
符
号
の
衰

退
と
い
う
流
れ
の
中
で
見
れ
ば
、
符
号
有
り
の
表
記
と
無
し
の
表
記
と
が
ゆ

れ
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
Ⅲ
期
の
両
表
記
の
様

相
は
、
符
号
の
併
用
が
形
骸
化
し
て
く
過
程
で
生
じ
る
ゆ
れ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
、
符
号
が
形
骸
化
す
る
前
と
後
、

つ
ま
り
Ｉ
Ⅱ
期
と
Ⅲ
Ⅳ
期
と
で

区
切
る
と
、
前
誌
群
と

『
太
陽
』
と
の
境
界
に

一
致
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
前

誌
群
に
お
け
る
外
国
地
名
片
仮
名
表
記
と

『
太
陽
』
に
お
け
る
外
国
地
名
片

仮
名
表
記
と
に
は
、
符
号
付
き
片
仮
名
文
字
列
の
質
に
違
い
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
『
太
陽
』
に
お
い
て
片
仮
名
と
漢
字
の
両
表
記
が
行
わ
れ
る
外
国

地
名
に
つ
い
て
は
、
既
に
深
澤

（
二
〇
〇
三
）
で
、
片
仮
名
表
記
と
漢
字
表

記
と
で
表
記
選
択
が
行
わ
れ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
表
記
選
択
に

お
け
る
符
号
付
き
片
仮
名
文
字
列
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
仮
説
を
た
て
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
表
２
に
見
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ⅱ
期
は
漢
字
と
片
仮
名
と

の
両
表
記
の
例
が
見
ら
れ
る
語
が
比
較
的
少
な
い
。　
一
方
、
Ⅲ
Ⅳ
期
は
そ
の

よ
う
な
語
が
比
較
的
多
い
。
そ
し
て
、
表
３
に
見
る
よ
う
に
、
時
期
が
新
し

い
方
が
、
片
仮
名
文
字
列
に
併
用
さ
れ
る
符
号
は
形
骸
化
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
違
い
は
、
表
記
選
択
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
違
い
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
符
号
が
形
骸
化
し

つ
つ
あ
る

『太
陽
』
に
お
い
て

は
、
符
号
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
漢
字
文
字
列
―
片
仮
名
文
字
列
の
選
択

が
行
い
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
、
符
号
が
形
骸
化
し
て
い
な
い
前
誌
群
に
お

い
て
は
、
符
号
を
加
味
し
な
い
表
記
選
択
は
難
し
い
。

つ
ま
り
、
前
誌
群
に

お
い
て
は
、
漢
字
文
字
列
と
片
仮
名
文
字
列
と
は
、
文
字
列
だ
け
で
は
表
記

選
択
の
選
択
肢
と
し
て
同
列
に
扱
う
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
予
測

さ
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
符
号
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
外
来
語
片
仮
名
文

字
列
の
特
質
を
考
え
る
上
で
重
要
な
着
眼
点
の

一
つ
と
な
る
。
そ
こ
で
、
次



節
で
も
符
号
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
前
誌
群
に
お
け
る
外
来
語
片
仮
名
文
字

列
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

四

『太
陽
』
前
誌
群
の
外
来
語
片
仮
名
文
字
列

四

。
一　

符
号
の
有
無
と
表
記
体

四

。
一
。
一　

卓
立
表
記
と
非
卓
立
表
記

四
節
で
は
、
前
誌
群
に
お
け
る
片
仮
名
文
字
列
の
特
質
に
つ
い
て
、
対
象

を
外
来
語
全
体
に
広
げ
て
考
察
す
る
。
前
節

で
は
符
号
と
い
う
観
点
か
ら

『太
陽
』
と
前
誌
群
と
の
違
い
を
述
べ
た
が
、
『
太
陽
』
と
前
誌
群
と
の
も
う

一
つ
の
大
き
な
違
い
と
し
て
、
表
記
体
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
深
澤

（
二

〇
〇
三
）
で
取
り
上
げ
た
範
囲
に
お
い
て
、
『
太
陽
』
の
文
章
は
全
て
漢
字

平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
が
、
前
誌
群
で
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
文
章

と
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
文
章
と
が
共
存
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
前
誌
群

の
検
討
に
あ
た

っ
て
は
、
符
号
の
有
無
と
共
に
、
表
記
体
の
違
い
を
も
考
慮

に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
始
め
に
外
来
語
表
記
に
お
け
る
文
字
列

・
符
号
、
及
び
表
記
体
の
組

み
合
わ
せ
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
及
び
漢

字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
外
来
語
表
記
に
は
、
（
８
）
に
挙
げ
た

一
二

の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
各
項
目
の
後
の

（
３

～

（ｄ
）
は
、
（
９
）
に

お
け
る
分
類
を
示
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
①
～
⑫
に
該
当
す
る
例
の
異
な
り
語

数
を
示
し
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
表
中

に
あ
る
①
か
ら
⑫

の
丸
数
字
は
、

（
８
）
の
各
項
目
と
対
応
す
る
。

（
８
）
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
場
合

①
漢
字
文
字
列

　

（符
号
無
し
）
…

（
ａ
）

②
漢
字
文
字
列

　

（符
号
有
り
）
…

（
ａ
）
十

（ｄ
）

③
片
仮
名
文
字
列

（符
号
無
し
）
…

（ｂ
）

④
片
仮
名
文
字
列

（符
号
有
り
）
…

（ｂ
）
十

（ｄ
）

⑤
平
仮
名
文
字
列

（符
号
無
し
）
…

（
ｃ
）

⑥
平
仮
名
文
字
列

（符
号
有
り
）
…

（
ｃ
）
＋

（ｄ
）

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
場
合

⑦
漢
字
文
字
列

　

（符
号
無
し
）
…

（
ａ
）

③
漢
字
文
字
列

　

（符
号
有
り
）
…

（
ａ
）
＋

（ｄ
）

⑨
片
仮
名
文
字
列

（符
号
無
し
）
…

（
ｃ
）

⑩
片
仮
名
文
字
列

（符
号
有
り
）
…

（
ｃ
）
＋

（ｄ
）

⑪
平
仮
名
文
字
列

（符
号
無
し
）
…

（ｂ
）

⑫
平
仮
名
文
字
列

（符
号
有
り
）
…

（ｂ
）
＋

（ｄ
）

（８
）
に
挙
げ
た

一
二
項
目
は
、
表
記
体
と
の
関
係
に
よ

っ
て
分
類
さ
れ

る
三

つ
の
パ
タ
ー
ン
と
、
符
号
を
付
す
と
い
う
表
記
法
と
の
組
み
合
わ
せ
に

よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
の
が

（
９
）
で
あ
る
。

（９
）
（
ａ
）
漢
字
で
表
記
す
る
。

（ｂ
）
表
記
体
を
構
成
す
る
仮
名
と
同
じ
仮
名
で
表
記
す
る
。

（
ｃ
）
表
記
体
を
構
成
す
る
仮
名
と
異
な
る
仮
名
で
表
記
す
る
。

（ｄ
）
符
号
を
付
す
。

（
９ｂ
）
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
片
仮
名
文
字
列
で
、
あ
る
い

は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
平
仮
名
文
字
列
で
表
記
す
る
こ
と
を
表

す
。
（
９ｃ
）
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
平
仮
名
文
字
列
で
、
あ



る
い
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
片
仮
名
文
字
列
で
表
記
す
る
こ
と

を
表
す
。

（
９ａ
）
（
９ｂ
）
で
は
、
表
記
体
を
構
成
す
る
文
字
に
よ

っ
て
外
来
語
が
表
記

さ
れ
る

（
（
１２
）
（‐４
）
（
‐５
）
参
照
）
が
、
（９ｃ
）
父
１０
）
「
ペ
ー
ジ
」
（
１１
）

「
う
い
り
あ
む
し
、
及
び

（
９ｄ
）
は
、
表
記
体
の
構
成
に
は
基
本
的
に
関
わ

ら
な
い
文
字
や
符
号
に
よ

っ
て
表
記
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
（
９ａ
）
（９ｂ
）
と

は
区
別
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
（９ｃ
）
及
び

（
９ｄ
）
を
卓
立
表
記
、

（
９ａ
）
及
び

（
９ｂ
）
を
非
卓
立
表
記
と
呼
び
、
両
者
を
区
別
す
る
。

（
１０
）
之
を
論
ず
る
も
半
ペ
ー
ジ
を
過
ぐ
る
こ
と
な
か
る
べ
し

（法
④

３
）
（
Ｈ
）
う
い
り
あ
む
第
二
世
帝
ノ
時

二
至
り

（論
②
６‐
）

漢
字
文
字
列
、
す
な
わ
ち

（
９ａ
）
（
十

（９ｄ
こ

の
場
合
は
、
表
４
①
②
⑦
③

平仮名 片仮名 漢字

ゝ
有 無 有 無 有 無

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

6

1 2 2

5 8

7

2

2

3 8 4

が
示
す
通
り
、
表
記
体
に
よ
る
大
き
な
違
い
は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ

は
、
（
‐２
）
の
よ
う
な
非
卓
立
表
記
の
場
合
も

（
１３
）
の
よ
う
な
卓
立
表
記

の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

（
‐２
）
欧
羅
巴
と
亜
細
亜
と
の
貿
易
に
路
駐
の
背
を
駆
り
て

（商
②
４８
）

（
‐３
）
暦
山
王
、
拿
破
翁
帝
ノ
跡

ヲ
慕

フ
テ
、
（論
⑥
４６
）

む
し
ろ
表
記
体
と
の
関
わ
り
で
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は
、
仮
名
文
字

列
、
す
な
わ
ち

（９ｂ
）
（
十

（
９ｄ
と

及
び

（９ｃ
）
（
十

（
９ｄ
と

に
つ
い
て
で

あ
る
。
こ
れ
ら
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
外
来
語
片
仮
名
表
記
に
お
け

る
、
片
仮
名
文
字
列
の
特
質
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

・
一
・
二
　
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
と
卓
立
表
記

ま
ず
、
表
記
体
を
構
成
す
る
仮
名
と
外
来
語
文
字
列
の
仮
名
と
が
同
じ
場

表 4

(A)漢字片仮名交じり文における場合

(B)漢字平仮名交じり文における場合

平仮名 片仮名 漢字

ゝ
有 無 有 無 有 無

⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦

3 3 2

2

3

7

3

3 2



〈
口
父
９ｂ
）
。
（８
）
③
④
と
⑪
⑫
）
に

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
表
４

（Ａ
）

が
示
す
よ
う
に
、
③
④
す
な
わ
ち
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
片
仮
名

文
字
列
は
、
全
て
の
年
に
お
い
て
用
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
表

４

（Ｂ
）
が
示
す
よ
う
に
、
⑪
⑫
す
な
わ
ち
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け

る
平
仮
名
文
字
列
の
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
し
て
平
仮
名
文
字
列
の
例
は

全
て

（
１４
）
「
ふ
ろ
く
こ
う
と
」
の
よ
う
に
符
号
が
併
用
さ
れ
て
い
な
い
表

記
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
非
卓
立
表
記
の

（
９ｂ
）
の
例
の
み
と
い
う
こ
と
に
な

Ｚつ
。

（‐４
）
二
人
引
の
車
な
る
は
、
高
帽
子
の
燕
尾
服
に
ぞ
あ
な
る
、
ふ
ろ

く
こ
う
と
が
乗
り
た
る
は
、
（婦
③
２７
）

一
方
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
片
仮
名
文
字
列
の
場
合
は
、
（１５
）

「
ボ
ル
ニ
ヤ
」
の
よ
う
に
符
号
が
併
用
さ
れ
な
い
表
記
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、

（
‐４
）

多
く
は

（
１６
）
「
ボ

ロ
ナ
」
の
よ
う
に
符
号
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。

（
‐５
）
十
三
世
紀
ノ
頃

二
伊
太
利
ノ
ボ
ル
ニ
ヤ
ニ

（論
⑤
６２
）

（
‐６
）
伊
太
利
亜
ボ

ロ
ナ
府

二
大
學
校
ヲ
起
シ

（法
②
２０
）

こ
ち
ら
は
、
（
９ｂ
）
と

（
９ｄ
）
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
符
号
の

併
用
に
よ
る
卓
立
表
記
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
平
仮
名

文
字
列
に
お
い
て
は
非
卓
立
表
記
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、
片
仮
名
文
字
列

に
お
い
て
は
符
号
が
併
用
さ
れ
た
卓
立
表
記
が
主
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
表
記
体
を
構
成
す
る
仮
名
と
外
来
語
文
字
列
の
仮
名
と
が
異
な
る

場
合

（
（
９ｃ
）
。
（
８
）
⑤
⑥
と
⑨
⑩
）
の
検
討
に
う

つ
る
。
こ
こ
で
特
に
問

題
と
な
る
の
は
、
（
９ｃ
）
と

（９ｄ
）
が
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、

つ
ま

り
、
文
字
列
の
み
で
卓
立
表
記
と
な
る
と
こ
ろ
へ
符
号
が
併
用
さ
れ
た
場
合

で
あ
る
。

（
‐７
）
聖
書
。
ほ
―
ま
る
。
し
え
―
く
す
ぴ
や
―
是

レ
人
間
及
社
會

ノ

種
々
異
リ
タ
ル
期
限

二
於
ケ
ル

（略
）
傘
翻
⑤
５６
）

（‐８
）
近
松
門
左
衛
門
は
、
東
洋
の
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
な
り
。
（論
③
９８
）

例
え
ば
、
（
１７
）
は
ヽ
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
外
来
語
表
記

は
平
仮
名
文
字
列
で
行
わ
れ
て
い
る
。
卓
立
表
記
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
も

機
能
す
る
は
ず
だ
が
、
符
号
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
（
１８
）
は
片
仮

名
文
字
列
の
同
様
の
例
で
あ
る
。
（
１７
）
は
表
４

（Ａ
）
⑥
に
、
（
１８
）
は
表

４

（Ｂ
）
⑩
に
あ
た
る
。

さ
て
、
表
４
を

一
見
し
て
分
か
る
両
者
の
大
き
な
違
い
は
、
（Ｂ
）
⑩

で

は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
用
例
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
（Ａ
）
⑥
で
は
用
例

自
体
が
な
い
年
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
（Ａ
）
⑥
に
お
い
て
符
号
が
併
用
さ

れ
た
例
の
あ
る
年
、
す
な
わ
ち
、
明
治
二
三
年
と
二
四
年
に
つ
い
て
割
合
を

示
す
と
、
二
三
年
…
二
七

・
八
％

（⑥
／
⑤

十
⑥

の
数
値
）
、
二
四
年
…
七

七

・
三
％

（同
）
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て

（Ｂ
）
⑩
で
は
、
二
三
年
…
五

〇

・
〇
％

（⑩
／
⑨
十
⑩
の
数
値
）
、
二
四
年
…
七
九

・
五
％

（同
）
と
な

る
。
い
ず
れ

の
年
も
、
（Ａ
）
⑥
よ
り
も

（Ｂ
）
⑩

の
方
が
割
合
が
高
く

な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
中
の
片
仮
名
文
字
列
の
方

が
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
中
の
平
仮
名
文
字
列
よ
り
も
符
号
が
併
用
さ
れ

や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
（Ａ
）
⑥
の
明
治
二
三

・
二
四
年
は
、
雑

誌
の
内
訳
に
偏
り
が
あ
る
。
（Ｂ
）
⑩

で
は
、
二
三
年
に
お
い
て
は

『
商
』

四
語

『
法
』
二
八
語
、
二
四
年
に
お
い
て
は

『商
』
三
七
語

『
法
』
四
八
語

『
婦
』
四
語
と
雑
誌
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
の
に
対
し
、
（Ａ
）
⑥
で
は
、
明
治



二
三
年
、
二
四
年
と
も
全
て

『
論
』
の
用
例
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
論
』

は
、
明
治
二
三

・
二
四
年
の
み
、
全
て
の
文
章
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
と

な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
偏

っ
た
状
況
下
で
は
、

平
仮
名
文
字
列
の
例
が
増
え
る
の
は
当
然
と
も
考
え
ら
れ
初
。
（Ａ
）
⑥
に

お
け
る
符
号
有
り
の
例
は
、
特
殊
な
状
況
下
で
の
特
殊
な
例
で
あ
る
と
み
な

せ
よ
う
。

つ
ま
り
、
表
記
体
と
異
な
る
仮
名
の
場
合
、
平
仮
名
文
字
列
は
符

号
が
併
用
さ
れ
な
い
卓
立
表
記
と
な
る
が
、
片
仮
名
文
字
列
は
、
符
号
が
併

用
さ
れ
た
卓
立
表
記
が
主
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
示
し
た
、
表

記
体
と
同
じ
仮
名
の
場
合
と
同
様
の
結
果
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
平
仮
名
文
字
列
と
片
仮
名
文
字
列
の
違
い
を
卓
立
表
記

・
非

卓
立
表
記
と
い
う
観
点
か
ら
単
純
化
し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
‐９
）
外
来
語
平
仮
名
文
字
列
は
、
文
字
列
単
独

で
卓
立
表
記
に
も
非

卓
立
表
記
に
も
な
る
。

（
２０
）
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
は
、
卓
立
表
記
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ

る
。
文
字
列
単
独
で
は
な
く
、
符
号
が
併
用
さ
れ
る
。

外
来
語
片
仮
名
文
字
列
に
符
号
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
、
片
仮

名
文
字
列
の
卓
立
表
記
と
し
て
の
機
能
を
補
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
逆
に

い
え
ば
、
片
仮
名
文
字
列
は
、
符
号
の
併
用
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
卓
立
表
記

と
し
て
の
機
能
が
全
う
さ
れ
る
文
字
列
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

文
字
列
単
独
で
卓
立
表
記
た
り
得
る
平
仮
名
文
字
列
に
対
す
る
、
文
字
列

単
独
で
は
十
分
に
は
卓
立
表
記
た
り
得
な
い
片
仮
名
文
字
列
。
こ
れ
が
、
符

号
及
び
表
記
体
を
視
座
と
し
た
時
に
導
き
出
さ
れ
る
片
仮
名
文
字
列
の
特
質

（
‐６
）

で
あ
る
。

四

。
二
　
表
記
体
の
推
移
と
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
の
変
容

前
節
で
は
、
符
号
及
び
表
記
体
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
外
来
語
片
仮
名
文

字
列
の
特
質
を
考
察
し
た
。
で
は
、
前
誌
群
に
お
け
る
表
記
体
と
片
仮
名
文

字
列
と
は
相
関
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
表
記
体
の
推
移
と
片

仮
名
文
字
列
の
変
容
と
の
相
関
を
探
る
。

三
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
片
仮
名
表
記
外
国
地
名
に
お
け
る
符
号
の
有
無

の
割
合
か
ら
、
前
誌
群
は
Ｉ
期
と
Ⅱ
期
に
分
け
ら
れ
た
。
外
来
語
全
体
で
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
表
４

（Ｂ
）
を
見
る
と
、
明
治
二
五
年
ま
で
は
、

基
本
的
に
符
号
付
き
表
記
が
優
勢
で
あ
る
が
、
明
治
二
六
年
か
ら
は
符
号
を

付
さ
な
い
表
記
が
優
勢
と
な
る
。
Ⅱ
期
の
始
ま
り
と
は

一
年
ず
れ
る
が
、
こ

れ
は
二
五
年
の
用
例
を
詳
し
く
見
れ
ば
解
消
さ
れ
る
。
二
五
年
で
は
人
名
の

語
数
が
多
く
、
符
号
有
り
の
例
…
七
八
語
／
符
号
無
し
の
例
…
二
四
語
で
あ

る

（
二
六
年
で
は
三
四
語
／
三
二
語
、
二
七
年
で
は
四
九
語
／
二
九
語
）
。

こ
れ
は
、
二
五
年
に
お
い
て
、
他
の
二
年
よ
り
も
多
く
の
文
章
で
人
名
の
用

例
が
確
認
さ
れ
る
た
め
で
あ
る

（
二
五
年
で
は
、
人
名
の
用
例
を
含
む
文
章

数
二
三
ヽ
二
六
年
で
は

一
二
、
二
七
年
で
は

一
四
）
。
多
く
の
文
章

で
人
名

が
使
わ
れ
た
た
め
、
異
な
り
語
数
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
文
章

あ
た
り
の
異
な
り
語
数
の
平
均
値
は
、
二
五
年
で
は
三

。
四
語
／
文
章
、
二

六
年
で
は
二

・
八
語
／
文
章
、
二
七
年
で
は
三

・
五
語
／
文
章
と
な
り
、
二

五
年
と
そ
れ
以
降
と
で
は
あ
ま
り
差
が
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
外

来
語
全
体
に
お
い
て
も
Ｉ
期
と
Ⅱ
期
の
区
分
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
四

。
一
で
見
た
よ
う
に
、
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
は
文
字
列
単
独



表 5

漢字片仮名交じり文 漢字平仮名交しり文

年 論 法 商 婦 農 計 論 法 商 婦 農 計

1 1

7 6

3 5 8 3

1

12 8

7 7

1 1 2 8

で
は
十
分
に
は
卓
立
表
記
た
り
得
な
い
。
符
号
が
併
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
片
仮
名
文
字
列
が
単
独
で
卓
立
表
記
た
り
得
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
Ｉ
期
で
符
号
有
り
が
、
Ⅱ
期
で
符
号
無
し
が

優
勢
に
な
る
の
は
、
片
仮
名
文
字
列
が
徐
々
に
単
独
で
卓
立
表
記
た
り
得
る

文
字
列

へ
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

『
太
陽
』
に
あ
た
る
Ⅲ
Ⅳ
期
の
符
号
の
有
無
の
様
相
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
。

三
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ⅲ
Ⅳ
期
で
は
符
号
の
形
骸
化
が
進
ん
で
い
る
と
見

な
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
符
号
の
形
骸
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
片

仮
名
文
字
列
が
符
号
無
し
で
卓
立
表
記
た
り
得
る
文
字
列

へ
と
な

っ
て
い
る

こ
と
を
も
表
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

表
記
体
は
、
こ
の
Ｉ
期
Ⅱ
期
の
区
分
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
特
徴
を
持

つ
だ

ろ
う
か
。
表
５
は
、
外
来
語
を
含
む
文
章
の
数
を
、
表
記
体
ご
と
に
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
色
の
つ
い
て
い
る
欄
が
、
今
回
の
調
査
範
囲
で
あ
る

（図

１
と
対
応
）。
合
計
だ
け
で
見
る
と
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
と
漢
字
平
仮

名
交
じ
り
文
の
文
章
数
が
逆
転
す
る
の
は
明
治
二

一
年
か
ら
だ
が
、
雑
誌
ご

と
の
違
い
に
も
目
を
配
る
と
、
明
治
二

一
年
を
境
界
と
す
る
の
は
適
当
で
は

な
い
。
ま
ず
、
三
二
年
ま
で
は
、
『
論
』
で
は
合
計
と
同
じ
く
漢
字
平
仮
名

交
じ
り
文
が
優
勢
だ
が
、
『
法
』
で
は
む
し
ろ
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
方

が
優
勢
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
三

・
二
四
年
は
前
節
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

『
論
』
に
お
い
て
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
が
な
い
。
全
て
の
雑
誌
で
漢
字
平

仮
名
交
じ
り
文
が
優
勢
と
な
る
の
は
、
明
治
二
五
年
か
ら
な
の
で
あ
る
。
唯

一
の
例
外
は

『
論
』
の
明
治
二
五
年
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
文
の
方
が
多
い
と
言

っ
て
も
、
文
章
数
の
差
は
二
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

も
し
こ
の
例
外
に
よ

っ
て
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
が
優
勢
と
な
る
年
を
明
治

二
六
年
と
考
え
た
と
し
て
も
、
表
４

（Ｂ
）
に
お
い
て
符
号
を
付
さ
な
い
片

仮
名
表
記
が
優
勢
と
な
る
年
と
全
く

一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、

表
記
体
の
傾
向
が
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
優
勢
に
な
る
年
を
二
五
年
と
し
て

も
、
二
六
年
と
し
て
も
、
Ⅱ
期
の
始
ま
り
と
は

一
致
す
る
の
で
あ
る
。
漢
字

平
仮
名
交
じ
り
文
が
優
勢
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
、
全
て
漢
字

平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る

『
太
陽
』
の
様
相
に
近
づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ



る
。
そ
し
て
ま
た
、
片
仮
名
文
字
列
に
お
け
る
Ⅱ
期
も
、
よ
り

『
太
陽
』
に

お
け
る
様
相
に
近
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
表
記
体
の
推
移
と

片
仮
名
表
記
外
来
語
の
符
号
の
有
無
の
推
移
と
は
数
量
的
に
相
関
関
係
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
符
号
の
使
用
が
形
骸
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
片
仮
名
文
字
列
が
単
独
で
卓
立
表
記
た
り
得
る
文
字
列
に
な

っ
て
い
く

こ
と
を
も
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
節
で
見
た
よ
う
に
、

符
号
の
有
無
の
推
移
と
表
記
体
の
推
移
と
の
動
向
は
相
関
し
て
い
た
。
本
節

で
示
し
た
結
果
は
、
片
仮
名
文
字
列
の
特
質
の
変
移
と
表
記
体
の
様
相
の
変

化
と
が
相
関
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
本
稿
で
は
、
符
号
の
有
無
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
『
太
陽
』
前
誌
群

に
お
け
る
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
の
特
質
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

前
誌
群
に
お
け
る
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
は
、
単
独
で
は
卓
立
表
記
と
し
て

の
機
能
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
平
仮
名
文
字
列
が

単
独
で
卓
立
表
記
た
り
得
る
の
に
比
べ
て
、
片
仮
名
文
字
列
の
大
き
な
特
質

で
あ
る
。
ま
た
、
前
誌
群
の
片
仮
名
文
字
列
が
、
『
太
陽
』
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
卓
立
表
記
た
り
得
る
片
仮
名
文
字
列

へ
と
変
容
す
る
時
期
は
、
表
記
体

の
様
相
の
変
化
す
る
時
期
と

一
致
す
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
両
者

に
相
関
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
片

仮
名
の
特
質
の
変
移
と
表
記
体
の
推
移
と
の
相
関
関
係
を
示
す
に
と
ど
め
た

が
、
こ
の
相
関
関
係
が
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
稿
に
述
べ
た
い
。
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６
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仮
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）
「
日
本
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組
版
の
歴
史
」
『真
性
活
字
中
毒
者
読
本
』

柏
書
房

【調
査
資
料
】
『論
』
①
第

一
冊

（明
治
２０
年
１
６
月
）
②

一
三

（２‐
‐
６
）
③

二
五

（２２
‐
６
）
④
第
二
巻
第
六
冊

（２３
‐
６
）
⑤
三
―
六

（２４
‐
６
）
⑥
四
―

六

（２５
‐
６
）
⑦
五
―
六

（２６
‐
６
）
③
六
―
六

（２７
‐
６
）
「法
』
①
第

一
号

（２‐
‐
２
）
②

一
四

（２２
‐
２
）
③
第
二
巻
第
三
号

（２３
‐
２
）
④
三
―
三

（２４
‐

２
）
⑤
四
―
三

（２５
‐
２
）
⑥
五
―
三

（２６
‐
２
）
⑦
六
―
三

（２７
‐
２
）
『商
』

①
第

一
号

（２３
‐
‐０
）
②
二
四

（２４
‐
‐０
）
③
第
二
巻
第

一
九
号

（２５
‐
‐０
）
④

三
―

一
九

（２６
‐
・０
）
⑤
四
―

一
九

（２７
‐
・０
）
『婦
』
①
第

一
巻
第

一
号

（２４
‐

１
）
②
二
―

一
（２５
‐
１
）
③
三
―

一
（２６
‐
１
）
④
四
―

一
（２７
‐
１
）
『農
』

①
第

一
巻
第

一
号

翁

‐
↓

②

二
―

一
分

‐
↓

③

三
―

一
分

‐
↓

（
商
』
④
は
現
時
点
で
所
在
不
明
の
た
め
、
本
稿
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。
）



【資
料
所
在
】
『太
陽
』
『
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
近
代
文
学
館
⑥
太
陽
』
（日
本
近
代

文
学
館

一
九
九
九
年
）
収
録
画
像

『論
』
立
命
館
大
学
付
属
図
書
館

『法
』
①

香
川
大
学
付
属
図
書
館

・
②
③
⑤
⑤
⑥
⑦
東
京
大
学
法
学
部
近
代
日
本
法
政
史

料
セ
ン
タ
ー
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫

。
④
國
學
院
大
学
付
属
図
書
館

『商
』
①
②

関
西
大
学
付
属
図
書
館

・
③
東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫

・
⑤

『
明
治
後
期
産
業

発
達
史
資
料
』
（龍
渓
書
舎

一
九
九
七
年
）
三
七
五
巻
所
収
の
復
刻

『婦
』
「国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
近
代
日
本
婦
人
雑
誌
集
成
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

『農
』

同
志
社
大
学
付
属
図
書
館

【付
記
】
本
稿
は
、
平
成

一
六
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
口
頭
発
表

「漢

字
仮
名
交
じ
り
文
中
に
お
け
る
外
来
語
表
記
の
選
択
―
符
号
と
の
関
わ
り
に
注

目
し
て
―
」
及
び
、
日
本
語
学
会
二
〇
〇
四
年
度
春
季
大
会
口
頭
発
表

「漢
字

表
記
か
ら
片
仮
名
表
記
へ
―
近
代
に
お
け
る
外
来
語
表
記
の
移
行
に
つ
い
て

―
」
の
一
部
を
元
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

注（１
）

外
来
語
を
漢
字
表
記
す
る
か
片
仮
名
表
記
す
る
か
と
い
う
観
点
で
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
国
立
国
語
研
究
所

（
一
九
八
七
）
や
貝

（
一
九
九

七
）
な
ど
が
あ
る
。

（２
）

（１
）
の
五
誌
は
坪
谷

（
一
九
二
七
）
の
指
摘
に
よ
る
。
（１
）
の
五
誌
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
前
誌
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
発
刊
期
間
が
他
の
前
誌
よ
り

長
く
、
『太
陽
』
に
直
接
す
る

（１
）
を
主
雑
誌
と
考
え
、
調
査
資
料
と
し

た

。

（３
）

簡
略
表
記
は
深
澤

（二
〇
〇
三
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
片
仮
名
と
の
対

応
を
考
え
る
に
は
不
適
切
な
た
め
、
ル
ビ
表
記
の
例
及
び
傍
点
の
例
は
、
本

稿
で
注
目
す
る
符
号
表
記
と
併
用
さ
れ
な
い
た
め
。

（４
）

本
稿
で
考
察
対
象
と
な
る
語
の
用
例
数
は
以
下
の
通
り
。
漢
字
表
記
…
延

べ
二
七
九
八
例

・
異
な
り

一
六
四
語
／
片
仮
名
表
記
…
二
八
二
九
例

・
九
六

〇
語
／
平
仮
名
表
記
…
五
〇
九
例

。
二
七
〇
語
。

（５
）

『太
陽
』
に
お
い
て
ジ
ャ
ン
ル
よ
り
も
刊
行
年
を
優
先
さ
せ
て
考
察
し
た

深
澤

（二
〇
〇
三
）
と
の
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
。

（６
）

以
下
、
用
例
の
所
在
は

「雑
誌
略
称

・
巻
号

（【調
査
資
料
】
の
丸
数
字

で
示
す
）

・
頁
」
の
順
で
示
す
。

（７
）

一
一
巻
以
降
を
取
り
上
げ
な
い
の
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
本
稿
を
成
す

に
あ
た
り
、
予
備
調
査
と
し
て

『太
陽
』
に
お
け
る
外
来
語
片
仮
名
表
記
の

符
号
の
有
無
を
五
年
お
き

（
一
、
六
、　
一
一
、　
三
ハ
、
二

一
、
二
六
、
三

一

巻
の
各
第

一
号
）
に
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、　
一
一
巻
以
降
は
、
い
ず
れ
も

符
号
無
し
の
表
記
の
占
め
る
割
合

（延
べ
語
数
で
）
が
九
割
を
越
え
た
。
こ

こ
か
ら
、　
一
一
巻
以
降
は
符
号
の
使
用
が
衰
退
し
た
後
の
様
相
を
呈
し
て
お

り
、
前
誌
群
と
の
比
較
に
は
有
効
で
は
な
い
と
判
断
し
、
十
巻
ま
で
を
取
り

上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

（８
）

符
号
に
は
、　
一
重
傍
線
、
二
重
傍
線
、
鉤
括
弧
を
含
む
。
符
号
に
つ
い
て

は
、
次
の

「表
記
選
択
」
の
定
義
の
中
で
定
義
し
た
。

語
と
し
て
区
切
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
列
を
構
成
す
る
文
字
及
び
符
号
を

選
択
す
る
こ
と
。

具
体
的
に
は
、
文
字
列
に
漢
字

・
平
仮
名

・
片
仮
名

・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

な
ど
の
い
ず
れ
を
用
い
る
か
を
選
択
す
る
、
あ
る
い
は
文
字
列
に
鉤
括
弧

・

一
重
傍
線

。
二
重
傍
線
な
ど
、　
一
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
を
主
目
的
と

す
る
符
号
を
付
け
る
か
否
か
を
選
択
す
る
こ
と
。

（９
）

一
一
一
年
の
み
符
号
無
し
が
優
勢
だ
が
、
Ｉ
期
の
他
の
全
て
の
年
で
符
号
有

り
が
優
勢
な
の
で
、
こ
こ
で
は
符
号
有
り
優
勢
の
時
期
に
加
え
る
。
同
様
の

理
由
で
、
Ⅳ
期
の
二
五
年
も
符
号
無
し
優
勢
の
時
期
に
加
え
る
。

（１０
）

一
一八
年
は
符
号
有
り
の
数
と
符
号
無
し
の
数
が
同
数
に
な
っ
て
い
る
が
、

圧
倒
的
に
符
号
無
し
が
多
い
二
七
年
よ
り
は
、
僅
差
で
符
号
有
り
が
優
勢
な

二
九
年
に
近
い
と
考
え
、
Ⅲ
期
に
分
類
し
た
。

（１１
）

深
澤

（二
〇
〇
三
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『太
陽
』
に
お
け
る
国
語
文
体

は
片
仮
名
表
記
の
受
け
入
れ
易
さ
を
持

つ
。
『太
陽
』
は
こ
こ
で
は
Ⅲ
Ⅳ
期



に
あ
た
る
。
Ⅱ
期
に
あ
た
る
前
誌
群
の
国
語
文
体
に
も
片
仮
名
表
記
の
受
け

入
れ
易
さ
が
あ
る
と
考
え
る
と
、
Ⅱ
期
と
Ⅲ
Ⅳ
期
の
数
値
が

一
定
す
る
の
は
、

文
体
が
同
様
の
性
質
を
持
つ
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
国
語
文
体
の
持
つ
性
質

が
片
仮
名
表
記
の
数
値
を
安
定
さ
せ
、
結
果
と
し
て
、
表
２
の
数
値
を

一
定

さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（‐２
）
表
記
選
択
の
定
義
は
注
８
を
参
照
。

（‐３
）
こ
こ
に
該
当
す
る
例
は
、
「く
る
ま
ん

（革
の
売
り
口
と

商
②
４‐

「
け
‐

ぷ
」
農
②
６０

「ご
る
で
ん
め
ろ
ん
」
農
②
６０

「び
ろ
う
ど
」
婦
①
３９

「
ぷ
‐

る
す

（取
引
所
と

商
②
４７
に
二
例

「
ふ
ろ
く
こ
う
と
」
婦
③
２７
に
二
例
。

用
例
数
は
少
な
い
が
、
雑
誌
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、
例
外
的
用
法
と
考

え
る
の
は
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（‐４
）

確
か
に
、
二
三

・
二
四
。
二
七
年
に
お
い
て
は
符
号
無
し
の
方
が
優
勢
に

な
っ
て
い
る
が
、
符
号
有
り
の
場
合
の
圧
倒
的
な
差
に
比
べ
れ
ば
小
さ
な
差

に
す
ぎ
な
い
。
や
は
り
全
体
と
し
て
は
符
号
有
り
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。

（‐５
）

『論
』
二
三

・
二
四
年
収
録
の
文
章
は
、
速
記
録
が
元
で
あ
る
こ
と
を
窺

乃
勒

蜀

詭

影

木

崎
輝

ピ

膨

神

た
タ
イ
ト
ル
が
多
い
の
で
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
速
記

録
に
平
仮
名
文
字
列
が
使
用
さ
れ
る
例
に
つ
い
て
は
、
既
に
武
部

（
一
九
九

二
）
の
指
摘
が
あ
る
。
武
部
に
よ
れ
ば
、
帝
国
議
会
の
議
事
速
記
録
で
は
、

「官
報
附
録
の
議
事
速
記
録
が
、
公
文
書
の
書
き
表
し
方
を
踏
ま
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
」
（四
七
七
頁
）
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
が
用
い
ら

れ
た
が
、
速
記
録
と
し
て

「発
言
の
ま
ま
の
口
語
を
そ
の
ま
ま
書
き
表
そ
う

と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
処
理
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
（四
七
八

頁
）
た
め
、
「
ど
ノ
国
卜
ど
ノ
国
ト
ノ
約
束

ハ
ど
う
ナ
ツ
テ
居
ル
」
と
い
う

よ
う
な
表
記
法
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
武
部
が
注
目
し
た

「
口
語

用
の
語
や
俗
語

。
方
言
」
と
、
外
来
語
平
仮
名
表
記
と
全
く
同
列
に
扱
う
こ

と
は
難
し
い
が
、
何
ら
か
の
関
連
を
持
つ
可
能
性
は
あ
る
。
帝
国
議
会
の
議

事
速
記
録
が
初
め
て
作
ら
れ
た
第

一
議
会
が
開
か
れ
た
の
は
、
明
治
二
三
年

で
あ
る
。

（‐６
）

三
節
で
た
て
た
仮
説
は
、
基
本
的
に
文
字
列
単
独
で
表
記
さ
れ
る
漢
字
文

字
列
と
、
文
字
列
単
独
で
は
卓
立
表
記
と
な
ら
な
い
片
仮
名
文
字
列
の
違
い

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
論
じ
た
い
。

（‐７
）

最
後
に
、
筆
者
の
偏
り
が
な
い
か
を
確
認
す
る
。
総
文
章
数
四
七
〇
の
う

ち
、
筆
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は

一
六
九
あ
る
。
残
り
三
〇

一
の

文
章
を
記
し
た
人
物
は
二
三
六
名
、
そ
の
う
ち

一
度
し
か
名
前
の
出
な
い
人

物
は

一
九
九
名
に
の
ぼ
る
。
最
多
出
現
回
数
も
内
藤
恥
隻
の
六
回
で
あ
り
、

以
下
、
五
回

一
名
、
四
回
三
名
、
三
回

一
二
名
、
二
回
二
〇
名
と
続
く
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
特
質
や
傾
向
と
い
っ
た
も
の
は
、
個
人

に
左
右
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
全
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。


